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あらまし：英語学習の困難さの一つとして, 日本語は機能語によって, 英語は語順によって単語の文法

的な役割が決定されるという統合規則の違いがある。本研究では、単語の変換と語順の変換として英文和

訳を操作的に行うプロセスモデルを提案し, このプロセスモデルに基づく英文和訳演習システムを設計

開発した. さらに, 高等専門学校での試験的な利用を試みたので, その結果も報告する. 
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1. はじめに 

日本語と英語の統語規則の差異は, 日本語話者に

とって英語学習が困難となる要因の一つとされる. 

本研究では, 伝統的に用いられてきた 5 文型を対象

範囲として, 段階的な和文英訳を通して統合規則の

違いを操作的に体験できるプロセスモデルの提案と

演習システムの設計開発を行い, 高等専門学校にお

ける授業内での利用を通して良好な結果を得たので

報告する.  

 

2. 研究背景 

2.1 日英の統語規則 

対照言語学における言語の比較において「文法構

造」の言語間の違いが第二言語学習の困難さに大き

な影響を与えていることが指摘されている(1). 本研

究では, その中の「統語規則」に着目する. 日本語の

統語規則では機能語によって単語の文法的な役割が

決まり, 英語は語順によって単語の文法的な役割が

決まるという違いがある. 第二言語習得において, 

習熟度が高い学習者ほど統語情報を扱った処理がで

きるようになることが示唆されている(2). このこと

は, 統語構造についての理解を深めることが, 習熟

度の向上につながる可能性を示唆している. 

2.2 負の言語転移と明示的指導 

第二言語や外国語の学習において, 母語の言語習

得が影響することを言語転移と呼ぶ. 2 つの言語の

差異が大きいときに負の転移が発生し, 負の転移が

発生すると , 誤りが起こることが知られている (3). 

日本語と英語は統語規則の違いが存在するため ,  

両者の違いについて理解する際には負の転移が発生

する可能性がある. 

この負の転移に対応した学習を本研究では目指し

ている．赤松によると, 明示的指導法とは「言語情報

に含まれる規則性について情報を与える指導法」で

あり(4), 第二言語習得においては暗示的指導よりも

明示的指導の方が有用であるという指摘がある (4). 

本研究は，統合規則の違いが学習者に経験させる演

習を目指しており, この明示的指導法に属している. 

2.3 5 文型を用いて教授する意義 

本研究では, 5 文型の学習で取り扱われている範

囲に例文を現地することで, 演習を実現している. 

日本においては, 5 文型は英語学習における基本的

な要素として扱われているが, 実際には 5 文型の理

解が不十分であるとの報告もある(5). したがって, 5

文型の範囲は, 実現可能性と, 学習意義を両立した

課題であると判断している. 

 

3. 段階的和文英訳変換モデルおよび段階的

和文英訳演習システム 

3.1 段階的和文英訳変換モデル 

本研究では, 和英の統語規則の違いを経験するこ

とを目的とした, 5 文型和文英訳の操作的プロセス

モデルをこれまでに提案してきており，「段階的和文

英訳変換モデル」(6)と呼ぶ. モデルでは, 与えられた

和文を, 機能語によって単語の文法的な役割が決ま

る日本語の統語規則と, 語順によって単語の文法的

な役割が決まる英語の統語規則の差異を明示的に示

しながら, 英語に向かって段階的に英訳していく. 

図１に示したように, このモデルでは四つの段階

で和文を英訳するが, 和順混在文と英順混在文にお

ける単語の役割決定と順序の入れ替えを操作的に行

うことが, 統合規則の違いの経験, となる. 
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図 1 段階的和文英訳変換モデル 

3.2 段階的和文英訳演習システム 

モデルを操作的に経験できる Web アプリとして

「段階的和文英訳演習システム（システム）」を開発

している. システムの各フェーズは,  実際に文の変

換を行う演習画面(図 2)と, モデルの表を見て変換

過程を確認するモデル確認画面(図 3)で構成される. 

 

図 2 システムの演習画面 

 

図 3 システムのモデル確認画面 

 

4. 実験的利用 

4.1 実験手順 

研究室内での予備実験を行った結果, システムを

用いた和文英訳が違和感なく行えることが確認でき, 

また, 英語について従来と異なる学習ができたとの

感想を得た. 和文英訳のプロセスモデル, 演習シス

テムおよび予備実験の結果を高等専門学校の英語教

員に説明し, 当該教員の授業内容と齟齬がなく, ま

た, 対象学習者に有用な内容と判断していただいた

うえで, 授業において本演習システムを利用しても

らうこととなった. 利用者は高専 1年生 3クラス（計

115 名）で各クラス 1 時限の利用であった. 利用にあ

たっては, プロセスモデルの説明, 演習システムの

説明を担当教員立会いの下, 連名者が行った. なお, 

授業の一環のため利用は必須であったが, データ処

理について合意の場合のみ利用するとの説明を行っ

ている. 利用手順は, プレアンケート5分, プレテス

ト 7 分, 説明 15 分, 演習 25 分, ポストテスト 7 分, 

アンケート 5 分であった.  

4.2 結果と分析 

実践利用の結果, プレ・ポストテスト間の総合点

で成績の有意な向上が確認できた. 問題別にみると, 

英文の文型選択問題では成績の有意な向上は確認で

きなかったものの, 英訳する前の和文の文型選択問

題, および英文並び替え問題で成績の有意な向上を

確認した. また, プレ・ポストアンケートの比較では

(図４), 質問１：5 文型が説明できる, 質問２：日英

の文法の差異が説明できる, 質問３：英訳の方法が

説明できる, では,いずれも肯定的な回答が有意に増

えた. しかし, 質問４：英語学習はおもしろい, では

回答の有意な変化は確認できなかった.  

 

5. まとめ 

実験的利用を通して, 本演習に学習効果があり, 

また, 英文和訳の方法としても有用なものとして受

け入れられていることが示唆された. 英語教員によ

って授業利用に採用していただけたことと合わせて, 

和文英訳モデルおよび演習の有用性が示せたと判断

している．今後は, 支援機能の充実, 対象英文の拡大, 

実践規模の拡大などを行っていく予定である. 

表 1 プレ・ポストテストの分析（N=115） 

 

 
 図 4 4 プレアンケートとポストアンケートの結果

（プレ：N=113, ポスト：N=115） 
 

表 2 プレ・ポストアンケートの分析（χ2検定：2
（プレポスト）×5（5 件法）） 
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